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Jが表現するもの
Joint（結合），Joy（喜び），
Japan

カラー
基調色の黒は
日本の伝統色
である「墨」を，
アクセント
カラーの赤は
グローバルに
活躍する「情熱」

Eのアクセント
Electronics＝
電子制御技術の
分野，
Emotional＝
新しい世界を
切り開く
情熱的な挑戦や
開発力，
Environmental＝
環境保護への
積極的な貢献

TEKTが表現
するもの
古代ギリシヤ語で
「卓越した技術を
持つ者」を意味する
「Tekton」を短縮

KTが表現する
もの
光洋精工と
豊田工機

書体が表現するもの
太めの書体は，高品質感や
信頼感，安定した経営と
産業を支える
基幹技術としての骨太さ
タイポグラフィの端の突出は
知性と精緻さ

その名にこめた思い．産業と，時代と心を動かす技術者集団．
ジェイテクト．光洋精工と豊田工機，２社の知識と経験を融合することで，信頼性や先進性の高い技術
を基盤にした「モノづくりを革新する技術力」を日本から世界に発信．顧客はもちろん社会に喜んでいた
だき，持続可能な社会の発展に大きく貢献する企業へと変わっていくという，わたしたちの決意です．
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表紙説明「イギリス湖水地方」

イギリス，イングランド北西部の湖水地方は，標高 1 000m程度の山地に多数の湖が
点在する，同国屈指の観光地であり，絵のように美しいと言われている．氷河の衰退に

ともない，氷河が土砂を削り取ったあとに谷が残り，そこに水がたまり大小多くの湖と

なった．手つかずの自然と牧羊などの人々の営みが織りなす文化的景観が，2017年に世
界文化遺産に登録された．世界的に有名なピーターラビットの生みの親，絵本作家のビ

アトリクス・ポターがここに移り住み，描いた世界とまったく同じ風景が眼前に広がる．

表紙は，グラスミア湖畔の風景と水面への映り込みである．
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編集後記

今回，JTEKT ENGINEERING JOURNALの編集委員という立場で，当社の技
術・製品の紹介をさせて頂きました．今日のグローバル環境は，各国の政治的不
安や天災，破壊的イノベーションなど様々な乱気流が発生しています．このよう
な不確実性の環境下でも，確かな技術があれば，そのような乱気流にも負けずに
当社はさらに成長していけると信じています．今後も当社社員一丸となってNo. 
1 & Only One 製品を生み出していき，そのような技術，イノベーションをどん
どん本誌にて発信し，お客様とともに成長していければと思います． （保坂）

工作機械・メカトロ商品は，自動車産業において特にエンジン部品加工に強み
を発揮してきました．自動車のEVシフト，AI の技術進化，労働人口の減少など
が報じられ，生産設備も大きな変化が求められており，次の時代に向けた商品ラ
インアップの模索が続いています．
インダストリ関連技術特集号発行にあたり，これまで自動車産業で培ってきた
強みをさらに強めるとともに，環境変化に対応したモノづくり革新を提案できる
商品を育てることを念頭に，工作機械・メカトロ事業本部の総意を集約しテーマ
選定しました．今回掲載した技術や商品が数年後大きく成長していることを願っ
ています． （勝田）

AI の進化や IoTの普及，ならびに自動車分野でのEVシフトや自動運転など，
世の中が大きく変わるであろうことは，多くの人が意識していると思います．今
回のテーマを見ると，社会情勢やニーズの変化に対応する，あるいは自ら革新の
形を提案する新しい取り組みが日々行われていることがわかります．その一方で，
既存概念の技術を着実に向上させる研究・開発もあり，どちらも進歩に欠かせ
ない取り組みであることを実感します．今後もジェイテクトが技術の基盤を強固
にした上で，先進技術に挑戦することで，社会の進歩に貢献できることを願いま
す． （加藤）

このジャーナルは，ジェイテクトのウェブサイト上でもご覧いただけます．

http://eb-cat.ds-navi.co.jp/jpn/jtekt/tech/ej/index.htm


